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１ ． 開 催 日 時 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ７ 日 （ 金 ） 午 前 ９ 時 ０ ０ 分

２ ． 開 催 場 所 仙 北 市 役 所 西 木 庁 舎 総 合 開 発 セ ン タ ー 集 会 室

３ ． 出 席 委 員 (２ ６ 人 )

１ 番 藤 村 紀 章 ２ 番 佐 藤 和

３ 番 野 中 秀 人 ４ 番 三 浦 猛

５ 番 糸 井 淳 ６ 番 倉 橋 重 基

７ 番 新 山 昌 樹 ８ 番 大 山 久 雄

９ 番 鈴 木 八 寿 男 １ ０ 番 藤 川 栄

１ １ 番 黒 沢 龍 己 １ ２ 番 青 柳 良 成

１ ３ 番 真 崎 純 孝 １ ４ 番 高 橋 政 敏

１ ５ 番 門 脇 博 美 １ ６ 番 山 手 善 美

１ ８ 番 千 葉 惣 永 １ ９ 番 佐 藤 善 栄

２ ０ 番 藤 原 由 悦 ２ ２ 番 山 本 實

２ ３ 番 佐 藤 孝 典 ２ ４ 番 藤 村 隆 清

２ ５ 番 辻 均 ２ ６ 番 沢 山 純 一

２ ７ 番 羽 川 正 幸

４ ． 欠 席 委 員 (２ 人 )

１ ７ 番 石 郷 岡 勇 一 ２ １ 番 田 村 博 美

５ ． 議 事 日 程

第 １ 開 会 宣 言

第 ２ 会 長 挨 拶

第 ３ 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名

第 ４ 会 務 諸 報 告



第 ５

１ ． 報 告

（ １ ） 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て

（ ２ ） 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 照 会 書 に つ い て

２ ． 議 事

（ １ ） 議 案 第 ４ １ 号

農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ２ ） 議 案 第 ４ ２ 号

農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て

（ ３ ） 議 案 第 ４ ３ 号

農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定

に つ い て

（ ４ ） 議 案 第 ４ ４ 号

仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て

（ ５ ） 議 案 第 ４ ５ 号

農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 定 変 更 の 承 認 に 関 す る 同 意 に つ い て

（ ６ ） そ の 他

第 ６ 閉 会

６ ． 事 務 局 職 員

事 務 局 長 藤 村 一 栄 参 事 伊 藤 一 彦

課 長 補 佐 門 脇 益 美 主 事 髙 橋 直 人

農 山 村 活 性 課

主 査 樫 尾 健

商 工 課

課 長 補 佐 大 山 隆 誠

７ ． 書 記

課 長 補 佐 門 脇 益 美

８ ． 議 事 録 署 名 員

１ ０ 番 草 彅 隆 １ １ 番 黒 沢 龍 巳

９ ． 会 議 の 概 要

議 長 た だ 今 か ら 平 成 ２ ６ 年 第 １ ４ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 開 会 い た し ま

す 。

議 長 先 日 の 農 業 委 員 大 会 は お つ か れ さ ま で し た 。 天 気 に も 恵 ま れ て よ か っ た

と 思 い ま す 。 農 地 中 間 管 理 事 業 が 始 ま り い ろ い ろ と 問 題 点 が 出 て く る の で

は な い か と 思 い ま す 。

議 長 そ れ で は 、 本 日 の 総 会 へ の 出 席 委 員 は ２ ５ 名 。 欠 席 委 員 は ２ 名 で す 。 よ

っ て 、 本 総 会 は 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。

議 長 次 に 、 議 事 録 署 名 員 並 び に 会 議 書 記 の 指 名 を こ ち ら か ら し て よ ろ し い で

し ょ う か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 そ れ で は 議 事 録 署 名 員 に １ ０ 番 草 彅 委 員 、 １ １ 番 黒 沢 委 員 両 名 を 指 名 し

ま す 。 会 議 書 記 に は 門 脇 補 佐 を 指 名 し ま す 。

議 長 本 日 の 会 議 の 日 程 に つ き ま し て は 、 お 手 元 に 配 布 し て い る 議 事 日 程 に 従

い 進 行 い た し ま す 。 ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 な し 』 の 声

議 長 異 議 な し と 認 め ま す 。 そ れ で は 日 程 ４ 、 会 務 諸 報 告 を お 願 い し ま す 。

藤 村 局 長 《 会 務 諸 報 告 、 報 告 １ の 朗 読 及 び 説 明 （ ９ 時 ９ 分 ）》



議 長 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 は 議 事 終 了 後 に お 受 け

し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ れ で は 日 程 ５ 、 報 告 に 入 り た い と 思 い ま す 。

事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 報 告 １ 、 農 地 法 第 ３ 条 の ３ 第 １ 項 の 規 定 に よ る 届 出 に つ い て で す 。 届 出 が

４ 件 あ り 、 受 理 し た 旨 を ご 報 告 し ま す 。 詳 細 に つ い て は 資 料 に 記 載 の と

お り で ご ざ い ま す 。 以 上 で す 。

伊 藤 参 事 報 告 ２ 、 農 地 の 転 用 事 実 に 関 す る 照 会 書 。 申 請 人 は 田 沢 湖 田 沢 の ○ ○ さ

ん 。 土 地 の 所 在 は 田 沢 湖 田 沢 地 区 の 計 ４ 筆 。 面 積 が 合 計 １ ， ４ ９ ４ ㎡ で

す 。 地 目 が 田 。 昭 和 ５ ３ 年 頃 か ら 現 況 が 宅 地 状 態 と 法 務 局 よ り 照 会 が あ

り 現 地 確 認 を 致 し ま し て 法 務 局 の 方 に 回 答 し て お り ま す 。 続 い て の 申 請

人 は 田 沢 湖 神 代 地 区 の 計 ３ 筆 。 面 積 が 合 計 ５ ５ ０ ㎡ で す 。 地 目 が 田 と 畑 。

昭 和 の あ ま り に も 古 い 時 か ら 現 況 が 宅 地 と 原 野 化 し て い る と 法 務 局 よ り

照 会 が あ り 現 地 確 認 を 致 し ま し て 法 務 局 の 方 に 回 答 し て お り ま す 。 次 に

申 請 人 が 田 沢 湖 神 代 地 区 の １ 筆 。 面 積 が ３ ９ ６ ㎡ で す 。 地 目 が 畑 。 昭 和

４ ２ 年 頃 か ら 現 況 が 宅 地 状 態 と な っ て い る と 法 務 局 よ り 照 会 が あ り 、 現

地 確 認 を 致 し ま し て 法 務 局 の 方 に 回 答 し て お り ま す 。 以 上 で す 。

議 長 報 告 が 終 わ り ま し た 。 そ れ で は 議 事 に 入 り ま す 。 議 案 第 ４ １ 号 、 農 地 法

第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ い て を 上 程 し ま す 。

説 明 を お 願 い し ま す 。

門 脇 補 佐 議 案 第 ４ １ 号 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に 対 す る 可 否 決 定 に つ

い て 。 農 地 法 第 ３ 条 の 規 定 に り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審

議 の う え 許 可 の 可 否 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業

委 員 会 会 長 羽 川 正 幸 。

門 脇 補 佐 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 西 明 寺 地 区

の 計 １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 畑 。 面 積 が ７ ９ ９ .５ ７ ㎡ 。 ３ 条 有 償 移 転 の 案

件 で ご ざ い ま す 。 譲 渡 人 は 秋 田 市 在 住 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 西 木 町 上 荒

井 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 譲 渡 人 が 相 手 方 の 要 望 で 譲 受 人 は 規 模 拡

大 し た い と い う こ と で 今 回 の 申 請 に 至 っ た と の こ と で す 。 備 考 と い た し

ま し て 、 売 買 単 価 が １ ０ ａ 当 た り ○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 と な っ て お り ま す 。

続 き ま し て 整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 西 木 町 上 荒 井 地 区 の ３ 筆 。 登 記

簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が 計 ５ ， ７ ５ ０ ㎡ 。 ３ 条 無 償 移 転 の 案 件 で ご ざ い ま

す 。 譲 渡 人 は 西 木 町 上 荒 井 地 区 の ○ ○ さ ん 。 譲 受 人 は 同 じ く 西 木 町 上 荒

井 地 区 の ○ ○ さ ん 。 申 請 事 由 は 、 譲 渡 人 は 後 継 者 へ 贈 与 に よ る も の で 譲

受 人 は 受 贈 で す 。 受 入 世 帯 の 稼 働 人 員 は ５ 人 中 ４ 人 が 農 作 業 従 事 と な っ

て お り ま す 。 以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 現 地 確 認 報 告 に 入 り ま す 。 整 理 番 号 １ 番 に つ い て

は ２ ６ 番 沢 山 委 員 お 願 い し ま す 。

26番 沢 山 《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 農 地 法 第 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て は ７ 番 新 山 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

７ 番 新 山 《 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て 、 農 地 法 第 ３ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ １ 号 に つ き ま し て は 許 可 す る こ と に ご 異 議

ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ １ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に

決 定 し ま す （ ９ 時 １ ８ 分 ）。

議 長 次 に 、 議 案 第 ４ ２ 号 、 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い



て を 上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

伊 藤 参 事 議 案 第 ４ ２ 号 。 農 地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 許 可 申 請 に つ い て 。 農

地 法 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 別 紙 の と お り 許 可 申 請 が あ っ た の で 審

議 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 。 羽 川

正 幸 。

伊 藤 参 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 。 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 の

１ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 畑 。 面 積 が ４ ３ ６ ㎡ 。 権 利 は 所 有 権 移 転 で ご ざ い

ま す 。 譲 渡 人 は 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 田 沢 湖 生 保 内 地

区 の ○ ○ さ ん で す 。 転 用 目 的 は 現 在 の 住 居 が 老 朽 化 の た め 当 該 申 請 地 に

一 般 個 人 住 宅 を 新 築 す る も の で す 。 永 年 転 用 で ご ざ い ま す 。 続 き ま し て

整 理 番 号 ２ 番 。 農 地 の 所 在 が 角 館 町 広 久 内 地 区 の １ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に

田 。 面 積 が １ ， ４ ５ ０ ㎡ 。 権 利 は 賃 貸 借 で す 。 貸 付 人 は 角 館 広 久 内 地 区

の ○ ○ さ ん 。 借 受 人 は 大 仙 市 の 株 式 会 社 ○ ○ で す 。 転 用 目 的 は 砂 利 採 取

事 業 の 表 土 置 き 場 に す る た め で す 。 こ ち ら は 期 間 H2 6 . 1 2 . 1～ H 2 7 . 9 . 3 0ま

で の 一 時 転 用 と な っ て お り ま す 。 以 上 で す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 こ こ で 現 地 確 認 報 告 を お 願 い し ま す 。 整 理 番 号 １

番 に つ い て は １ ８ 番 千 葉 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

18番 千 葉 《 整 理 番 号 １ 番 に つ い て 、 農 地 法 第 ５ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 次 に 、 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て は １ ６ 番 山 手 委 員 よ り お 願 い し ま す 。

16番 山 手 《 整 理 番 号 ２ 番 に つ い て 、 農 地 法 第 ５ 条 調 書 に 基 づ き 現 地 確 認 報 告 》

議 長 現 地 確 認 報 告 が 終 わ り ま し た 。 議 案 第 ４ ２ 号 に つ い て ご 意 見 ご 質 問 等 ご

ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ２ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に ご 異 議 ご ざ

い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ２ 号 に つ い て は 許 可 す る こ と に

決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ２ ６ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ４ ３ 号 、 農 用 地 利 用 集 積 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て を

上 程 し ま す 。 説 明 を お 願 い し ま す 。

髙 橋 主 事 議 案 第 ４ ３ 号 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 に 基 づ く 農 業 地 利 用 集 積 計 画 に

対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 第 １ ８ 条 の 規 定 に 基

づ き 、 別 紙 の と お り 農 用 地 利 用 集 積 計 画 の 策 定 に つ い て 仙 北 市 長 よ り 諮

問 を 受 け た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月 ７

日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

髙 橋 主 事 内 容 に つ い て 説 明 し ま す 。 整 理 番 号 １ 番 、 農 地 の 所 在 が 田 沢 湖 神 代 地 区

の ３ 筆 。 登 記 簿 現 況 共 に 田 。 面 積 が ９ ７ ４ ㎡ 。 所 有 権 移 転 の 案 件 で ご ざ

い ま す 。 所 有 者 は 田 沢 湖 神 代 地 区 の ○ ○ さ ん 。 移 転 を 受 け る 方 は 田 沢 湖

神 代 地 区 の ○ ○ さ ん 。 利 用 目 的 は 水 田 と し て 。 売 買 価 格 が １ ０ ａ 当 た り

○ ○ 円 の 総 額 ○ ○ 円 。 資 金 は 自 己 資 金 で の 対 応 と な っ て お り ま す 。 続 き

ま し て 整 理 番 号 ２ 番 か ら ７ 番 ま で は 再 設 定 の 案 件 と な っ て お り ま す 。 利

用 調 整 会 議 で も 問 題 な い と 判 断 さ れ た も の で す の で 説 明 は 割 愛 さ せ て い

た だ き ま す 。 最 後 に 農 地 中 間 管 理 事 業 の 案 件 で す 。 仙 北 市 と し て は 今 回

が 初 め て の 農 地 中 間 管 理 事 業 の 事 案 で ８ 件 ご ざ い ま し た 。 こ ち ら は 担 当

が 仙 北 市 地 域 農 業 再 生 協 議 会 で す が 内 容 に つ い て 農 業 委 員 会 事 務 局 よ り

報 告 さ せ て い た だ き ま す 。 農 地 中 間 管 理 事 業 へ 利 用 権 の 設 定 す る 方 が ８

名 お り ま し て 全 て 期 間 が １ ０ 年 ２ ヶ 月 と な り ま す 。 県 公 告 日 （ １ ２ 月 １

９ 日 ） に 農 地 中 間 管 理 事 業 か ら 利 用 権 を 設 定 受 け る 方 へ 転 貸 す る こ と に



な り ま す 。 詳 細 に つ い て は 議 案 書 の 記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。 以 上 で

す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 無 い よ う で す の で 、 議 案 第 ４ ３ 号 に つ い て は 、 こ の と お り 策 定 す る こ と

に ご 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ３ 号 に つ い て は 適 正 で あ る と 認

め る こ と に 決 定 し ま す 。 （ ９ 時 ５ ２ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ４ ４ 号 、 仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ

い て を 上 程 し ま す 。 本 議 案 は 市 農 山 村 活 性 課 、 樫 尾 主 査 よ り 説 明 を お 願

い し ま す 。

樫 尾 主 査 議 案 第 ４ ４ 号 。 仙 北 農 業 振 興 地 域 整 備 計 画 に 対 す る 意 見 決 定 に つ い て 。

農 業 振 興 地 域 の 整 備 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 第 ３ 条 の ２ の 規 定 に 基 づ き 、

別 紙 の と お り 仙 北 農 業 地 域 整 備 計 画 の 変 更 に つ い て 、 仙 北 市 長 よ り 意 見

を 求 め ら れ た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２ ６ 年 １ １ 月

７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

樫 尾 主 査 農 用 地 区 域 外 の 除 外 と 編 入 で す が 除 外 が ４ 筆 。 編 入 は あ り ま せ ん 。 農

地 の 所 在 が 田 沢 湖 生 保 内 地 区 の 計 ４ 筆 。 面 積 の 合 計 が ３ ， ８ ９ ０ ㎡ 。 所

有 者 が 田 沢 湖 生 保 内 在 住 の ○ ○ さ ん 。 事 業 主 が 仙 北 市 で す 。 地 目 は 登 記

簿 現 況 共 に 田 で 用 途 区 分 は 農 地 で す 。 申 請 区 分 は 全 て 除 外 と な っ て お り

ま す 。 理 由 に つ き ま し て は 本 年 の ７ 月 の 農 業 員 会 総 会 で 第 １ 期 工 事 分 に

つ い て 同 意 を い た だ き ま し て ７ 月 １ ０ 日 に 農 業 委 員 会 よ り 農 業 振 興 地 域

除 外 の 意 見 の 答 申 を い た だ い て お り ま す 。 そ の 後 ９ 月 ９ 日 に 決 定 公 告 を

致 し ま し て 誘 致 企 業 工 場 建 築 予 定 と い う こ と で 除 外 及 び 転 用 の 予 定 と な

っ て お り ま し た 。 そ の 後 誘 致 企 業 の （ 株 ） 司 食 品 工 業 よ り 工 場 排 水 の 浄

化 施 設 、 残 渣 処 理 施 設 、 LNG（ 液 化 天 然 ガ ス ） 施 設 等 を 建 設 し 追 加 す る た

め に 建 築 予 定 面 積 が 増 加 し 、 第 １ 期 工 事 分 に 併 せ て 除 外 を し た い と い う

お 話 が あ り ま し て の 今 回 の 案 件 に あ が り ま し た 。 以 上 で 説 明 を 終 わ り ま

す 。

議 長 説 明 が 終 わ り ま し た 。 ご 意 見 ご 質 問 等 ご ざ い ま せ ん か 。

13番 真 崎 議 長 。

議 長 ど う ぞ 。

13番 真 崎 業 者 の 方 で こ の 面 積 を 必 ず 確 保 し て く だ さ い と い う こ と で す か 。

議 長 こ ち ら に つ い て は 商 工 課 か ら 説 明 お 願 い 致 し ま す 。

大 山 参 事 （ 株 ） 司 食 品 工 場 よ り 工 場 排 水 の 浄 化 施 設 、 残 渣 処 理 施 設 、 LNG（ 液

化 天 然 ガ ス ） 施 設 等 を 建 設 す る ほ か 、 積 雪 に よ る 除 雪 ス ペ ー ス 、 従 業 員

と 来 客 者 の 駐 車 場 の 確 保 を 考 慮 し た 敷 地 面 積 で あ っ た が 、 倉 庫 等 を 工 場

と 一 体 と す る ほ か 、 製 造 ラ イ ン の 追 加 に よ る 雇 用 人 数 増 な ど の 計 画 変 更

が あ り 、 そ れ ら を 加 味 し 必 要 に な る 用 地 を 追 加 す る た め に ど う し て も 必

要 と い う こ と で 第 １ 期 工 事 分 に 追 加 し て 除 外 を し た い と い う お 話 が あ り

ま し た 。

議 長 他 に あ り ま せ ん か 。

20番 藤 原 議 長 。

議 長 ど う ぞ 。

20番 藤 原 水 路 の 関 係 で す が 図 面 に は な に も 記 載 さ れ て お り ま せ ん が ど の よ う に

す る の で す か 。

大 山 参 事 組 合 と 協 議 を 致 し ま し て 既 存 の 水 路 へ の 付 け 替 え 工 事 を 致 し ま す 。



議 長 他 に あ り ま せ ん か 。

『 無 し 』 の 声 あ り

議 長 そ れ で は 、 議 案 第 ４ ４ 号 に つ い て は 、 適 正 と 認 め る こ と に ご 異 議 ご ざ い

ま せ ん か 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 異 議 無 し と 認 め ま す 。 よ っ て 、 議 案 第 ４ ４ 号 に つ い て は 意 見 を 付 し て 認

め る こ と に 決 定 し ま す 。 （ １ ０ 時 １ １ 分 ）

議 長 次 に 、 議 案 第 ４ ５ 号 、 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 定 変 更 の 承 認 に 関 す る

同 意 に つ い て を 上 程 し ま す 。 本 議 案 は 市 農 山 村 活 性 課 、 樫 尾 主 査 よ り 説

明 を お 願 い し ま す 。

樫 尾 主 査 議 案 第 ４ ５ 号 。 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 定 変 更 の 承 認 に 関 す る 同 意 に

つ い て 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 施 行 規 則 第 １ ２ 条 の １ ４ の 規 定 に 基 づ

き 、 別 紙 の と お り 農 地 利 用 集 積 円 滑 化 事 業 規 定 の 変 更 に つ い て 、 仙 北 市

長 よ り 意 見 を 求 め ら れ た の で 、 審 議 の う え 意 見 の 決 定 を 求 め る 。 平 成 ２

６ 年 １ １ 月 ７ 日 提 出 。 仙 北 市 農 業 委 員 会 会 長 、 羽 川 正 幸 。

樫 尾 主 査 秋 田 お ば こ 農 業 協 同 組 合 よ り 仙 北 市 へ 円 滑 化 事 業 規 定 の 変 更 を し た い と

い う 申 請 が あ り ま し た 。 農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 法 の 規 定 に 基 づ き ま し て

仙 北 市 が 農 業 委 員 会 か ら 事 業 規 定 の 変 更 の 同 意 を い た だ く と い う こ と に

な っ て お り ま す 。 変 更 の 内 容 で す が 農 地 保 有 合 理 化 法 人 が 農 地 中 間 管 理

事 業 と 変 わ り ま す 。 詳 し く は 新 旧 対 照 表 の ご 確 認 を お 願 い い た し ま す 。

議 長 予 定 さ れ て い た 議 案 が 終 了 し ま し た 。 次 に 、 各 推 薦 委 員 か ら の 報 告 等 ご

ざ い ま し た ら お 願 い し ま す 。 議 会 か ら 何 か ご ざ い ま す か 。

11番 黒 沢 １ ２ 月 定 例 会 で 議 会 推 薦 が 上 程 さ れ 最 終 日 に 決 ま る と 思 わ れ ま す 。 ま

た 私 ご と で す が ３ 年 間 こ の 農 業 委 員 会 に お 世 話 に な り ま し て よ い 勉 強 に

な り ま し た 。 ま た み な さ ま か ら の ご 指 導 い た だ き な が ら 務 め さ せ て い た

だ い た こ と に 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

《 農 協 と 共 済 の 推 薦 委 員 か ら の 報 告 無 し 》

議 長 そ れ で は 協 議 に 移 り ま す 。 事 務 局 よ り お 願 い し ま す 。

藤 村 局 長 協 議 事 項 に つ い て で す が 仙 北 市 産 業 振 興 推 進 委 員 会 委 員 の 推 薦 に つ い て

依 頼 が あ り ま し て 委 員 の 任 期 が １ ２ 月 で 切 れ ま す の で 農 業 委 員 会 と し て

羽 川 正 幸 会 長 を 推 薦 し た い と 思 い ま す の で 協 議 お 願 い し ま す 。

『 異 議 無 し 』 の 声

議 長 了 解 致 し ま し た 。

伊 藤 参 事 最 後 に 連 絡 事 項 で １ １ 日 １ ０ 日 は 農 業 委 員 会 一 般 選 挙 立 候 補 予 定 者 説 明

会 で １ １ 月 ２ ０ 日 に 立 候 補 届 出 書 類 事 前 審 査 が あ り ま す 。 １ ２ 月 ３ 日 は

毎 年 恒 例 の 農 業 者 年 金 加 入 促 進 セ ミ ナ ー （ 東 京 ） 補 助 事 業 で ５ 名 定 員 と

な っ て お り ま す の で 、 参 加 し た い 方 い ま し た ら 手 を 挙 げ て い た だ け れ ば

と 思 い ま す 。

（ 閉 会 ）

議 長 以 上 を も ち ま し て 平 成 ２ ６ 年 第 １ ４ 回 仙 北 市 農 業 委 員 会 総 会 を 閉 会 い た

し ま す 。 お 疲 れ 様 で し た （ １ ０ 時 ４ １ 分 ）。

上 記 の と お り 会 議 の 顛 末 を 記 載 し 、 相 違 な い こ と を 認 め 署 名 す る 。

平 成 ２ ６ 年 月 日

議 長

署 名 員 １ ０ 番
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